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本研究の構成  

第1享保育所給食の栄養管矧こ関する研究（アンケート調査）  

第1節  
児童福祉担当主管課における  
給食業務に開する援助及び括弧こついて  
（1811市区町村に依頼、1738市区町村より回  
答：回収率96．0％）  

第2称  

保育所による穣事摂取基準」を活用した  
食事計画について  
（層イヒクラスター抽出明琴、全保育所の28「3％、  
374市区町村：6715保育所中、344市区町村：  
5572保育所より回答、回収率は市区町村数で  
92．0％、保育所数で83．0％）   



第1章 保育所給食の栄養管理に関する研究  

第1節 児童福祉担当主管課における  

給食業務に関する援助及び指導について  
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栄養士の配置別にみた「児童福祉施設における給食業務に  

関する援助及び指導について」の各項目の達成度  
1（1）給食業務指導は児暮4i祉施設新書部が主体、衛  

生圭t部と連携  

1（2）子どもの特性に応じた栄：纂棄権保可能な給食運営  
持書  

1（3）子どもの発雷、栄♯状態を把1■し、食事l汁画、献立  
作成指導  

1（4）綱係暮1の情報共有、食事】汁画・l陣優による給食  
運営改善欄膚  

1（5）施投長の給食義務の認l■向上、稔食■■の知雛  
技tた向上への指事  

1（8）食習≠定着、人間性書成へ捨象を通じた士青実践  
の指導  

2（1）給与栄暮二■日韓は暮事摂取基準を暮に、子どもの  
生5舌状況を勘案して決定  

2（2）個々人の発雷、栄暮状態をよに、給与栄養土日積  
数定、食事】汁筆立稟  

2（3）子どもの発書、兼暮状態の把】■・l仔細、】■】璽と提供  
評価による食事l削函改書  

2（4）食事内容・す蟻へのi己■、食の情報提供、体験の  
一会提供、土書実践  

2（5）衛生的、安全な給食運雇に向けた土中暮、感染症  
発生防止  

達成度は、VAS（Vi5UalAnalogScきlo）で、  

0（まったくできていない）～100（十分できている）で回答．  
WilGOXOn膿位和検定で全ての項目に栄養士配慮の有兼で有意蓋あり  

0   20  40  60  80 100  
％  

□栄兼士配置なし■栄養士配置あり   

第1章 保育所給食の栄養管理に関する研究  

第2節 保育所による「食事摂取基準」を活用した  

食事計画について   



児童福祉施設における“食事摂取基準”を活用した食事計画に   

全く行っていない（＝0）   
ついて  

十分行っている（＝100）  

■0－  ■1D－  ■2D－  130一  隅40一  日50一  日60一  口70一  己80一  口90－  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

l（り古巣暮薫・指橿の特徽を理解して活用  

t（2）個々人の状況零によづいた1事打直  

1（3）子どむの覇欄に応じて必曇な架暮稟を考慮  

冊）表1を●考とし個人を対tとすることを1本  

2（1）適当な給与覚書1の員積を瞼定  

2（2）身体活動レベルの区分  

2（3）定期的な身長体1の計測1・Il翳・諦価  

2（1）柏賞はtと1にも古己鷹  

2（5）たんばくT．炭水化物のエネルギー比  

2（6）給与繁暮暮が打保できる献立作成  

2（7）特定の食事を提供する場合  

2（8）献立作成の際の品賞・多様性零の配慮  

3（1）目標遺戒度締価と改葛  

3（2）附係Il九による††稲井有・計画 沼†ホ  

3（3）施設や子どもの特性に応じた食曹の実員  

ユ（1）龍生的▲安全な給食の優賞  

設置主体と栄養士の配置別にみた保育所の栄養管理状況等  

私立（認可園）  

栄養士の配置  栄養士の配置  

有（委託先の栄   

暮士以外）  
有（委託先の栄   

養士以外）  
無  無  

n＝617  ∩＝1442  P檀’  ∩＝1了98  ∩＝941  p価－  

すべての献立を自園で作成しているか  
はい  

給食形態と」て行っているもの（複数回答）  

1鯛乳  

2冷凍・冷蔵母乳  

3離乳食  

4完全給食  

5副食給食  

6アレルギー対応食  

543Ib  231％ く0001  ＊＊77．3Ii   ＊＊46．3，iく0001  

68．3！も  535％ 0．001  ＊76．8％   ＊＊79．8，i O198  

239！も  106％ 0．002  ＊32．Ol   ＊＊21．5！iく0001  

768㌔  675㌔ 0060  ＊■945≠   ＊922％ 0141  

90，3％  843Ii OO41  882㌔  832，も 0012  

474，i  653％ 0004  411㌔    ＊53．3，i OOO6  

888％  812！b O，025  939，b   ＊■890！iく0001  

割合・パーセント点等は圭み付けした推定価であり、単純な割合とは異なる。  

1p値は有（委託先の栄養士以外）と無の比軋有（委託先の栄養士）は参考として示し検定はしなかった。  

＊Pく005．中■PくODl公立と私立の比較。  
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設置主体と栄養士の配置別にみた厚生労働省通知の達成度（1）  

公立  
巣♯士の己己t■  

私立（l殴可既）  
蛍暮士のi己1■  

有（委託先  
の栄養士以  ，隋  
塊L 
n＝1798 三  n＝941  

有（委託先の  
栄養士以外）  

，幣  

P†■1  n＝1442  n＝617  

中央≠   中央≠  
入所定■し人）  96（7阜．1～0）82（60．11軋  く0、001  
PRIs空清用した貴書I†町の暮事的．考え方く10P＝瀾点）．三．  

1（1）各巣  

養素・指  
標の特徴J83（70．95）83（60，92）0．032  
を理解して  
王寺用  
1（2）個々  

人の状況  
等に基づ・80（55．90）70（47．88〉  0．019  
いた食事  

中央†■∴ ヰ央慣  

（25．70，i点）（25 70％点）   Pイ■  gO（66．120）－ 77し60．11．2）＿  0，001  
jヰ・ん 

＊＊75（50．90）1 79（50．90） 0．832  

＊＊70（48．89）， 70（44，86〉 0．628  

計画＿＿＿ 
1（3）子ども  

の特】敵に  
応じて必 86（78，95）85（64．93）10．003  
羊な栄暮  
素を考慮  
1（4）衰1を  

蓼考とし個  
人を対t 80（52．92）75（50．90） 
とすること  

＊＊82（67．95） 80（56．94） 0．049  

＊＊68（40，88）  61（30．90） 0．598  

を纂秦椚一岬  
刊含  パ＝セント点軋ま暮みイ引ナした推定欄であり、■純な割合とは井なる♪  
1P傭は書く幸」托先の栄養土以外）と覿の比較。有（委託先取栄養士）」去蒙考として示し検定はしなかった。  
＊Pく月．05，ナ＊Pく0．01：公立と私立の比較。  

20更「全く行っていない」、！，Oq〒「十分行っている」として、VA亭（∨麺uaしA。al。gS。如）で回答一   

設置主体と栄養士の配置別にみた厚生労働省通知の達成度（2）  

私立（駄可薗）  

l 栄養士の配t  
有（勢取た  

の栄養士以 無  
1 外）  

栄養士の配t  
有（隻軒先 
の糊士以  無  
外し 
n＝617   n＝1442  

∴中央情∴叫中央祉∴  

l  

n岩1798   n＝9ヰ1  

中央Ⅷ 二 中央膚．   
く25．70％点）て2570％点）P値   

し10 86 りtトJT、l川 －12    0（lll  
一  －  

二∴∴  
旦印章萱草匙た食事針里曳夢剋主当た⊇て聖賢養点，｛！郎〒楓ヲ′．∴   

宝器鰐‡81（70・95）78（52∫92）iO抑 

2（2）媚活凱ベル80（鴨95）79（50・93）‡0・106 ヒ一丁山一一一一里具象⊥－－－＝一」と」ト“｝仙仙▲‖＿＿√●＿．．▼▼、T∴．叫一 【 

＊＊75（50．90） 75（50．91）  

＊り5（47－92）∃70（ヰ5．跡  

榊70（40，90）75（50．90） 
2（j）定期的な身長一・体  

隻吸軒瓢晩翠軋  
2（4）脂肇は1と賞にも  

翠庫 
、一 2（5）たんばく羊、炭水  

虻物堅空港卓±虹  
2（6）給与栄養暮が確  

β0（60，95）76（47．92） 0．009  

73（50．90）75（50．90） 0，572   

88（76．95）85（65．95）÷ 0，003   

92（85．98）90（80．95）．0・0甲   

＊＊64（40，89） 

＊＊85（65．95） 

90（80．97）   

＊＊90（80．96）‡  

93（85．9さ）  

74（49．90）   

80（50－94）   

90（75．96）   

89（73－95）  

90（80，96）  

0．065  

0．002  

0．005  

0．001  

く0，001   

獲で妻卓献立僕戌  
2（7）特定の★享を捷  
供する場合  

90（84，97）90（78．95）0．001  

2（8）献立作成の際の 
品質・多様性等の配。92（87．98）90（る1．96）て 0．002  

慮 ノ ト 
諭吉・六ニネジF高専直垂み育前た潅衰盾奮哀匂、卓緬な勧善白ま衰なる。  

）  ’p価は有（委託先野栄兼士以外）と無の比熱有（委託先の栄兼士  
上空印＿q亭．＊＊Pく0．01：公立と私立の比較。  

2年「全く行ってし、なし）人！旦吋十分行？ている」として、YへS（yi＄リalAn卑logScalo）で同風  



設置主体と栄養士の配置別にみた厚生労働省通知の達成度（3）  

私立（認可園）  

栄養士の配置  栄養士の配置  
有（委託先  

の栄養士以   無  
外）   

n＝1798   ∩＝941  

有（委託先の巣暮  

士以外）  

∩＝617   ∩＝1442  P価1  

中央傭   中央庫  
（25，70％点）（2570％点） P価  

入所定員（人）  96（75，120）82（㈹．110） く0．001  

食事計画の実施上の留意点（1叩＝満点）ヱ  
訳1）白樺  

達成度評  ㈹（78．95） 85（71，95） 0053  

価と改善  
3（2）関係  

職員によ  
る㈹共  90（80．96） 川（75．95） 0216  
有・舌十画・  
評価  
3（3）施設  

や子ども  
の特性に  90（75，95） 88（70，95） 0．299  
応じた士  
育の実践  

中央値  中央値  
（25 701点）（25，70％点） p値  
90（66，120）77（60，112）  0001  

＊85（70，95） 86（70．95）  0847  

90（丁5．96） 90（75．96）  0412  

＊＊80（60．94）＊82（58，95）  0802  

3（ヰ）衛生  

的・安全な  
給食の運  
営  

95（90．99） 95（90．98） 0124  96（91．100） 95（90．99）  0．001  

割合・パーセント点等は王み付けした推定価であり、単純な割合とは異なる。  
’p価は有（李粍先の葉書士以外）と無の比熱有（委託先の栄養士）は参考として示し検定はしなかった。  
＊Pく0．05．榊Pく001：公立と私立の比較。  

20＝「全く行っていない」、100＝「十分行っている」として、≠S（Ⅵsua＝halogSc。】。）で回答。  

第2章 乳児院の栄養管理に関する研究  

第1節 乳児院の栄養管理の実態調査  
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一人ひとりの子どもへの配慮（121施設）  
施設数   ％  

子どもの食事中の様子を記録し、その後の食事計画に活かしているカ、   

はし  88   72．7  

13 10・7   

20   16・5  

いいえ  

不明   

発育発達を促すための食事のとり方（手づかみ食べなど）を配慮しているか   

はい   

いいえ   

不明  

＝6   95．9   

3  2．5   

2  1．7  

発育発達を促すための食事のとり方にについて、関嘩職員全員に周琴口しているか（116施設）   

い  115 99．1   

いいえ  1  0＿9  
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第2章 乳児院の栄養管理に関する研究  

第2節 乳児院の食育の現状と今後の課題  

乳児院における食育の取り組み  
クッキング・調理を－1割こしたり見せる  

食削こふれる、収穫する  

家庭菜園づくり  

行事食  

一緒にTい軌こ行く   

先違に合わせた献立や介助、食具のエ夫   

一緒に食べる（誕生会やふだんからも）  

しつけ、マナー  

いろいろな食品を用いる（旬、地産）  

絵本、紙芝居、パネルシアター  

′くイキング、会食  

幅広いヰ好を養う（あえて骨のある魚な∽  

健康的な日々の食生活（岨疇、生活リズム）   

関心や知護を与える（メニュー表示など）  

外食  

0  20  40  60  80  
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第3章 乳児院の食事調査に関する研究  

第2節 乳児院の喫食量の現地調査  
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2．5歳以上児の白飯摂取量  
（保育士による盛付け）  
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80g：栄養士の想定する盛り付け基準量  

50  100  

■最初の盛付け量□お代わりの量  
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まとめ（2）乳児院  

栄養計画はほとんどの施設で作成され、多職種、特に栄養士、看護師、保育士の  
3職種が関与する割合が高かフた。  
体調不良時、食物アレルギー、身体発育などについては、多くの施設で個別対応等の  
配慮がなされていた。  

問題点  

・栄養士の関与は給食施設内に止まっていることが多く、食堂や居室で行われている  
個別対応に関して、実態把握が十分ではなかった。   

・被虐待児は約97％の施設に在籍していたが、その児に対する栄養管理や食事  
への配慮を約20％の施設では行っていなかった。被虐待児は発育・発達に問題の   
あることもあり、給与栄養量、食事形態以外にも、岨囁・礁下の問題やスプーンや   
箸の使い方など、食事全般に関わる配慮が求められることが多い。さらに、施設  
入所前の食環境不良なども考えられるため、保育士から問題提起が合った場合  
だけでなく、栄養士はその児の状態を観察し、適切な支援が必要であると考える。  
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